
新
理
事
長
に
聞
く

溶
接
接
合
工
学
振
興
会
　

理
事
長

南
二
三
吉
氏

溶
接
界
を
包
括
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
注
力

川
田
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
　

宇
都
宮
大
学
と
共
同
研
究
を
開
始

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
シ
ス
テ
ム
建
築
モ
デ
ル
構
築
へ

４
月
の
普
通
鋼
国
内
受
注

受
注
合
計
は
前
年
比
３
％
減
の

万
㌧

Ｈ
Ｐ
Ｉ
　

春
期
講
演
会
を
開
催

総
会
・
表
彰
式
も
併
催

新
社
長
に
杉
野
岳
副
社
長

ス
ギ
ノ
マ
シ
ン

（２）第３５８８号 第３種郵便物認可 ２０２５年（令和年）７月２２日（毎週火曜日発行）

シ
ス
テ
ム
建
築
に
お
け
る
ホ

ー
ル
ラ
イ
フ
カ
ー
ボ
ン
の
イ

メ
ー
ジ

　
日
本
鉄
鋼
連
盟
の
普
通

鋼
鋼
材
用
途
別
受
注
統
計

に
よ
る
と
、
４
月
の
国
内

向
け
受
注
量
合
計
は
前
年

同
月
比
２
・
７
％
減
の
２

８
０
万
２
０
０
０
㌧
と


ヵ
月
連
続
で
減
少
し
た
。

３
０
０
万
㌧
割
れ
は

ヵ

月
連
続
。
前
年
同
月
実
績

と
比
べ
て
自
動
車
、船
舶
、

電
気
機
械
な
ど
主
力
用
途

の
増
加
に
よ
り
製
造
業
用

全
体
で
は
プ
ラ
ス
と
な
っ

た
一
方
、
前
月
と
同
様
に

建
築
、
土
木
と
も
に
減
少

し
て
建
設
用
全
体
は
マ
イ

ナ
ス
と
な
り
厳
し
い
需
要

環
境
が
続
い
て
い
る
。

　
主
要
分
野
別
の
受
注
量

は
、
建
設
用
計
が
前
年
同

月
比
６
・
２
％
減
の

万

８
０
０
０
㌧
と

ヵ
月
連

続
で
減
少
し
、
製
造
業
用

計
が
同
５
％
増
の
１
２
２

万
２
０
０
０
㌧
と
２
ヵ
月

ぶ
り
に
増
加
。
シ
ャ
ー
リ

ン
グ
業
者
を
含
む
販
売
業

者
向
け
（
約
７
割
が
建
設

用
に
向
け
ら
れ
る
も
の
と

推
定
さ
れ
る
）
は
同
９
・

２
％
減
の

万
２
０
０
０

㌧
と
９
ヵ
月
連
続
で
減
少

し
た
。

　
用
途
別
内
訳
を
み
る

と
、
建
設
用
の
中
で
建
築

用
は
前
年
同
月
比
９
・
１

％
減
の

万
９
０
０
０
㌧

と

ヵ
月
連
続
で
減
少

し
、
こ
の
う
ち
住
宅
が
同


・
５
％
減
の

万
４
０

０
０
㌧
、
非
住
宅
が
同
５

・
６
％
減
の

万
６
０
０

０
㌧
と
い
ず
れ
も
マ
イ
ナ

ス
と
な
っ
た
。
土
木
用
は

同
０
・
８
％
減
の

万
３

０
０
０
㌧
と
９
ヵ
月
連
続

で
減
少
し
た
。
こ
の
う
ち

そ
の
他
公
共
土
木
が
同


・
６
％
増
の

万
３
０
０

０
㌧
と
二
桁
の
大
幅
増
と

な
っ
た
も
の
の
、
橋
梁
が

同

％
減
の
２
万
３
０
０

０
㌧
、
そ
の
他
民
間
土
木

が
同

・
８
％
減
の
２
万

㌧
と
ど
ち
ら
も
二
桁
の
大

幅
減
。
そ
の
他
建
設
用
は

同
３
・
６
％
減
の

万
５

０
０
０
㌧
と
２
ヵ
月
連
続

で
減
少
し
た
。

　
製
造
業
用
の
中
で
最
大

の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
自
動

車
用
は
同
６
・
５
％
増
の


万
７
０
０
０
㌧
、
電
気

機
械
用
が
同
３
％
増
の


万
７
０
０
０
㌧
と
ど
ち
ら

も
３
ヵ
月
連
続
で
増
加
し

た
。
自
動
車
用
に
次
い
で

シ
ェ
ア
が
大
き
い
船
舶
用

は
同
７
％
増
の

万
７
０

０
０
㌧
と
３
ヵ
月
ぶ
り
に

増
加
。
他
に
も
産
業
機
械

用
が
同
６
・
５
％
増
の


万
２
０
０
０
㌧
と
２
ヵ
月

連
続
で
増
加
す
る
な
ど


用
途
の
う
ち
６
用
途
で
増

加
し
、
５
用
途
で
減
少
と

な
っ
た
。

　
普
通
鋼
鋼
材
の
国
内
産

業
向
け
月
間
受
注
量
は


年
度
を
通
じ
て
３
０
０
万

㌧
を
下
回
る
水
準
で
推
移

し
、

年
度
に
入
っ
て
も

そ
の
基
調
を
引
き
ず
っ
て

い
る
。
建
設
分
野
で
は
人

手
不
足
や
資
材
高
騰
の
影

響
で
計
画
の
遅
れ
や
見
直

し
が
頻
発
し
て
い
て
鋼
材

需
要
が
振
る
わ
な
い
。
自

動
車
分
野
は
生
産
体
制
が

回
復
す
る
も
需
要
は
盛
り

上
が
り
に
欠
け
、
船
舶
分

野
は
堅
調
な
新
造
船
受
注

に
対
し
て
現
場
労
働
力
不

足
や
労
働
時
間
規
制
の
影

響
か
ら
建
造
ピ
ッ
チ
が
上

が
ら
ず
鋼
材
消
費
は
前
年

割
れ
が
続
く
。

　
こ
の
ほ
ど
溶
接
接
合
工

学
振
興
会
（
溶
工
振
）
の

理
事
長
に
就
任
し
た
南
二

三
吉
氏
（
大
阪
大
学
名
誉

教
授
）
。
理
事
、
常
務
理

事
と
し
て
溶
工
振
の
事
業

活
動
を
支
え
て
き
た
ほ

か
、
溶
接
学
会
や
日
本
溶

接
協
会
で
も
重
職
を
歴
任

し
た
経
験
を
踏
ま
え
、
溶

接
界
全
体
を
俯
瞰

ふ
か
ん

し
な
が

ら
溶
接
接
合
工
学
の
未
来

を
見
据
え
る
。
広
い
視
野

の
下
、
溶
接
接
合
を
核
と

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持

続
的
形
成
を
図
り
、
技
術

情
報
の
発
信
と
人
材
育
成

を
目
的
と
し
た
活
動
の
重

要
性
を
説
く
南
理
事
長
に

今
後
の
事
業
方
針
な
ど
を

聞
い
た
。

　
　
　
◇
　
　
◇

　

就
任
の
感
想
を

　
錚
々
た
る
歴
代
理
事
長

の
後
を
継
ぐ
こ
と
に
な
る

と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た

が
、
拝
命
し
た
以
上
、
与

え
ら
れ
た
職
責
を
果
た
す

所
存
だ
。
「
溶
接
接
合
工

学
の
研
究
お
よ
び
技
術
の

発
展
を
推
進
し
、
関
係
す

る
研
究
者
、
技
術
者
を
支

援
・
育
成
し
、
以
っ
て
学

術
・
文
化
の
交
流
、
発
展

に
寄
与
す
る

こ
と
」
と
の

設
立
趣
旨
に

基
づ
き
、
公

益
財
団
法
人

と
し
て
の
本

分
を
全
う
す

る
べ
く
、
引

き
続
き
社
会
一
般
に
資
す

る
公
益
性
の
高
い
活
動
を

展
開
し
て
い
く
。

　

溶
工
振
の
役
割
は

　
わ
が
国
の
溶
接
界
に
は

溶
工
振
以
外
に
ア
カ
デ
ミ

ア
と
し
て
の
溶
接
学
会
、

技
術
の
社
会
実
装
を
担
う

日
本
溶
接
協
会
が
あ
る
。

私
自
身
、
学
会
と
協
会
の

事
業
運
営
に
も
携
わ
っ
て

き
た
経
験
か
ら
三
者
三
様

の
役
割
が
あ
る
と
思
っ
て

お
り
、
三
つ
の
組
織
の
活

動
の
歯
車
が
上
手
く
か
み

合
う
こ
と
で
溶
接
界
の
さ

ら
な
る
発
展
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
る
。

　
溶
工
振
に
つ
い
て
は
溶

接
接
合
工
学
の
研
究
お
よ

び
技
術
の
発
展
に
向
け
て

溶
接
界
全
体
を
包
括
す
る

よ
う
な
学
術
・
文
化
の
交

流
に
寄
与
す
る
こ
と
が
主

要
な
役
割
だ
と
認
識
し
て

い
る
。
公
益
財
団
法
人
と

い
う
特
徴
を
生
か
し
て
、

学
術
界
あ
る
い
は
産
業
界

の
枠
組
み
に
限
定
さ
れ
な

い
溶
接
接
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
持
続
的
な
形
成
や
成

長
を
図
る
べ
く
、
溶
接
接

合
工
学
の
未
来
を
拓
く
技

術
情
報
の
発
信
と
人
材
育

成
を
目
的
と
し
た
活
動
を

推
進
し
て
い
る
。

　

直
近
の
活
動
概
況

　
日
本
の
も
の
づ
く
り
に

関
わ
る
若
手
技
術
者
、
研

究
者
の
減
少
傾
向
が
顕
在

化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

製
造
業
お
よ
び
社
会
イ
ン

フ
ラ
の
拡
充
・
整
備
に
お

け
る
溶
接
接
合
工
学
の
重

要
性
を
広
く
社
会
に
発
信

し
、
併
せ
て
将
来
の
担
い

手
育
成
を
支
援
し
て
い
く

必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る

と
言
え
よ
う
。
そ
う
し
た

点
を
踏
ま
え
、
溶
工
振
で

は
三
つ
の
事
業
に
重
点
を

置
い
て
活
動
し
て
い
る
。

　
一
つ
目
は
、
溶
接
接
合

研
究
者
・
技
術
者
に
対
す

る
表
彰
事
業
だ
。
独
自
の

表
彰
制
度
と
し
て
溶
接
接

合
工
学
の
研
究
と
技
術
の

向
上
に
尽
力
し
将
来
が
期

待
さ
れ
る
新
進
気
鋭
の
技

術
者
や
研
究
者
に
木
原
賞

を
、
溶
接
接
合
工
学
分
野

で
の
優
れ
た
技
術
の
取
り

纏
め
や
リ
ー
ダ
ー
の
役
割

を
果
た
し
た
中
堅
の
技
術

者
・
研
究
者
に
金
澤
賞
を

授
与
し
て
い
る
ほ
か
、
溶

接
学
会
の
佐
々
木
賞
（
前

身
は
溶
工
振
の
ル
ー
ツ
で

あ
る
佐
々
木
記
念
会
の
佐

々
木
記
念
賞
で
、
溶
接
技

術
の
開
発
・
応
用
普
及
や

後
進
教
育
・
育
成
の
業
績

顕
著
な
者
が
対
象
）
を
学

会
と
共
同
で
審
査
し
、
賞

を
授
与
し
て
い
る
。

　
二
つ
目
は
溶
接
接
合
工

学
の
最
新
技
術
動
向
に
関

す
る
研
修
事
業
で
、毎
年
、

時
宜
に
沿
っ
た
、
社
会
的

に
注
目
度
の
高
い
問
題
を

テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
を
企

画
し
、
産
学
の
広
い
分
野

の
研
究
者
・
技
術
者
の
協

力
を
得
て
先
端
技
術
情
報

を
発
信
し
て
い
る
。
こ
の

セ
ミ
ナ
ー
は
識
者
の
講
演

に
加
え
て
総
合
討
論
の
時

間
を
設
け
て
お
り
、
溶
接

接
合
工
学
の
研
究
者
や
技

術
者
に
と
っ
て
貴
重
な
意

見
交
換
や
交
流
の
場
と
も

な
っ
て
い
る
。

　
三
つ
目
に
、
溶
接
界
の

将
来
を
担
う
若
手
人
材
の

育
成
事
業
が
あ
る
。
少
子

高
齢
化
に
伴
い
、
も
の
づ

く
り
人
材
の
不
足
が
深
刻

化
す
る
中
、
若
年
層
の
溶

接
教
育
が
喫
緊
の
課
題

だ
。
溶
工
振
で
は
溶
接
教

育
を
行
う
全
国
の
工
業
高

校
な
ど
を
対
象
に
溶
接
機

を
寄
付
す
る
事
業
を
２
０

２
０
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
。こ
れ
ま
で
に
５
回
、

ア
ー
ク
溶
接
機
（

・


年
は
交
流
、

年
以
降
は

直
流
ア
ー
ク
溶
接
機
）
と

半
自
動
溶
接
機
、
テ
ィ
グ

溶
接
機
を
合
わ
せ
て
累
計


台
を
寄
付
し
た
。

　
何
度
か
工
業
高
校
へ
の

寄
贈
式
に
立
ち
会
っ
た

際
、
贈
ら
れ
た
溶
接
機
に

生
徒
も
興
味
津
々
で
早
く

使
っ
て
み
た
い
様
子
が
伺

え
、
溶
接
の
面
白
さ
や
奥

深
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
良

い
契
機
に
な
っ
て
い
る
よ

う
だ
。
学
校
側
か
ら
も

「
早
速
実
習
で
使
用
し
、

若
い
溶
接
技
術
者
の
育
成

や
就
労
機
会
支
援
に
役
立

て
た
い
」
と
非
常
に
喜
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
工
業
高
校
で
は
溶
接
機

な
ど
の
設
備
が
古
く
、
満

足
の
い
く
実
習
が
で
き
な

い
と
こ
ろ
も
多
い
と
聞

く
。
特
に
半
自
動
溶
接
機

を
希
望
す
る
声
が
多
い

が
、
予
算
の
都
合
上
、
寄

贈
で
き
る
台
数
が
限
ら
れ

る
の
が
現
状
だ
。
こ
の
溶

接
機
寄
贈
を
は
じ
め
と
す

る
全
て
の
事
業
は
法
人
、

個
人
か
ら
の
寄
付
金
や
賛

助
会
員
会
費
な
ど
を
も
っ

て
運
営
し
て
い
る
。
各
事

業
の
継
続
と
充
実
を
図
る

た
め
に
な
お
一
層
の
支
援

を
必
要
と
し
て
お
り
、
本

財
団
の
事
業
活
動
に
賛
同

い
た
だ
け
る
人
に
は
是
非

寄
付
を
お
願
い
し
た
い
。

　

今
後
の
活
動
方
針

　
「
溶
接
接
合
工
学
の
研

究
お
よ
び
技
術
の
発
展
を

推
進
す
る
」
と
の
設
立
趣

旨
に
則
り
、
溶
接
接
合
を

核
と
し
た
産
学
共
生
の
つ

な
が
り
の
場
と
な
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
こ

と
が
溶
工
振
な
ら
で
は
の

重
要
な
役
割
だ
ろ
う
。
溶

工
振
が
あ
る
こ
と
で
溶
接

界
が
産
学
を
両
輪
に
バ
ラ

ン
ス
よ
く
回
っ
て
い
く
こ

と
に
繋
が
れ
ば
何
よ
り

だ
。
溶
接
界
に
お
け
る
こ

う
し
た
溶
工
振
の
位
置
づ

け
を
広
く
認
知
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
今
後
も
先
述

の
三
つ
の
重
点
事
業
を
中

心
に
様
々
な
活
動
に
鋭
意

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
工
作
機
械
の
ス
ギ
ノ
マ

シ
ン
（
富
山
県
滑
川
市
）

は
６
月

日
付
で
、
新
社

長
に
杉
野
岳
副
社
長
が
就

任
し
た
。
杉
野
良
暁
社
長

は
代
表
権
を
持
た
な
い
会

長
に
就
任
し
た
。
２
０
２

６
年
の
創
業

周
年
に
向

け
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と

し
て
迅
速
な
経
営
判
断
を

行
う
た
め
体
制
の
強
化
を

図
る
。
杉
野
新
社
長
の
略

歴
は
次
の
通
り
。

　
▽
杉
野
岳
（
す
ぎ
の
・

が
く
）

年
入
社
。
新
規

事
業
開
発
本
部
長
、
経
営

企
画
本
部
長
、
常
務
執
行

役
員
、
副
社
長
執
行
役
員

を
経
て
、

年
に
代
表
取

締
役
副
社
長
に
就
任
。
１

９
７
３
年

月
生
ま
れ
の


歳
。

　
川
田
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

（
東
京
・
北
区
、
川
田
忠

裕
社
長
）
は
「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
建
築
へ
の
挑
戦
」
を

掲
げ
、
環
境
負
荷
を
最
小

化
し
た
建
築
モ
デ
ル
の
構

築
に
取
り
組
む
。
宇
都
宮

大
学
の
地
域
デ
ザ
イ
ン
科

学
部
横
尾
研
究
室
（
担
当

教
員
＝
横
尾
昇
剛
教
授
）

と
と
も
に
、
同
社
子
会
社

で
Ｓ
グ
レ
ー
ド
の
鉄
骨
フ

ァ
ブ
リ
ケ
ー
タ
ー
で
も
あ

る
川
田
工
業
が
事
業
展
開

す
る
シ
ス
テ
ム
建
築
の
ホ

ー
ル
ラ
イ
フ
カ
ー
ボ
ン
最

適
化
に
関
す
る
共
同
研
究

契
約
を
締
結
し
、
４
月
か

ら
研
究
を
ス
タ
ー
ト
し

た
。

　
宇
都
宮
大
学
と
の
共
同

研
究
で
は
建
物
の
建
設
か

ら
運
用
、
解
体
・
廃
棄
ま

で
全
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
で

排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２
）
の
総
量
を
指

す
ホ
ー
ル
ラ
イ
フ
カ
ー
ボ

ン
を
最
小
化
し
た
「
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
環
境
建
築
モ
デ

ル
」
（
環
境
負
荷
を
最
小

化
し
た
モ
デ
ル
と
し
て
同

社
が
定
義
す
る
も
の
）
を

構
築
し
、
そ
の
実
現
に
向

け
た
課
題
抽
出
を
行
う
。

そ
れ
に
よ
り
シ
ス
テ
ム
建

築
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
の

推
進
に
貢
献
し
て
い
く
。

　
近
年
、
２
０
５
０
年
Ｃ

Ｎ
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
が
国
際
的
に
加
速

し
、
建
築
業
界
で
も
脱
炭

素
化
へ
の
対
応
が
急
務

だ
。
特
に
建
物
の
運
用
段

階
の
み
な
ら
ず
、
資
材
の

製
造
・
輸
送
か
ら
解
体
・

廃
棄
に
至
る
全
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
（
ホ
ー
ル
ラ
イ
フ

カ
ー
ボ
ン
）
削
減
の
重
要

性
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。

川
田
工
業
の
シ
ス
テ
ム
建

築
で
も
従
来
の
「
低
コ
ス

ト
、
短
工
期
、
高
品
質
」

に
加
え
、
環
境
性
能
の
向

上
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お

り
、
Ｃ
Ｎ
実
現
の
た
め
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
で
の

環
境
負
荷
の
最
小
化
が
喫

緊
の
課
題
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
背
景
の
下
、

川
田
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

は
、
企
業
の
社
会
的
責
任

と
し
て
「
技
術
に
よ
る
社

会
課
題
の
解
決
」
と
「
地

球
環
境
へ
の
貢
献
」
を
マ

テ
リ
ア
リ
テ
ィ
（
優
先
的

に
取
り
組
む
べ
き
重
要
課

題
）
と
位
置
付
け
る
。
同

研
究
は
こ
う
し
た
マ
テ
リ

ア
リ
テ
ィ
へ
の
具
体
的
な

取
り
組
み
の
一
つ
。
建
築

分
野
に
お
け
る
脱
炭
素
化

や
持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
を
目
指
し
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
環
境
建
築
モ
デ
ル
構

築
の
た
め
の
基
礎
的
研
究

と
し
て
シ
ス
テ
ム
建
築
の

ホ
ー
ル
ラ
イ
フ
カ
ー
ボ
ン

分
析
を
通
じ
た
「
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
環
境
建
築
モ
デ

ル
」
の
構
築
と
実
現
に
向

け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示

す
こ
と
を
目
標
に
据
え

る
。

　
第
１
期
共
同
研
究
の
期

間
は

年
４
月
―

年
３

月
の
１
年
間
。
研
究
内
容

は
「
過
去
の
施
工
物
件
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス

メ
ン
ト
（
Ｌ
Ｃ
Ａ
）
と
評

価
手
法
の
確
立
」
、
「
理

想
モ
デ
ル
の
設
計
・
実

証
」
、
「
実
現
の
た
め
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
」
の

３
項
目
か
ら
成
る
。
シ
ス

テ
ム
建
築
に
適
し
た
Ｌ
Ｃ

Ａ
評
価
指
標
と
ベ
ン
チ
マ

ー
ク
の
設
定
、
同
社
グ
ル

ー
プ
の
過
去
施
工
物
件
に

対
す
る
Ｌ
Ｃ
Ａ
実
施
・
分

析
を
行
う
ほ
か
「
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
環
境
建
築
モ
デ

ル
」
の
設
計
と
プ
ロ
ト
タ

イ
プ
製
作
を
行
い
、
新
材

料
・
新
工
法
の
適
用
可
能

性
を
検
討
す
る
。
そ
の
過

程
で
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
環

境
建
築
モ
デ
ル
」
実
現
の

た
め
の
技
術
課
題
を
抽
出

し
、
技
術
課
題
解
決
の
た

め
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
を

設
定
し
て
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
策
定
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の

成
果
を
踏
ま
え
、

年
度

以
降
も
研
究
を
発
展
さ

せ
、
よ
り
高
度
な
環
境
配

慮
技
術
の
確
立
と
実
用
化

を
目
指
す
。
同
社
は
今
回

の
共
同
研
究
を
起
点
に
シ

ス
テ
ム
建
築
分
野
の
持
続

可
能
性
を
高
め
る
技
術
開

発
を
進
め
「
技
術
で
未
来

を
築
く
」
企
業
と
し
て
、

次
世
代
に
誇
れ
る
社
会
イ

ン
フ
ラ
の
創
造
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
考
え
だ
。

　
日
本
高
圧
力
技
術
協
会

（
Ｈ
Ｐ
Ｉ
）
は
「
２
０
２

５
春
期
講
演
会
／
総
会
・

表
彰
式
」
を
開
催
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、
吉
川

暢
宏
会
長
（
東
京
大
学
教

授
）
は
「
今
年
度
の
春
期

講
演
会
で
は
一
般
セ
ッ
シ

ョ
ン
に
加
え
て
、
『
Ｇ
Ｘ

（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
』
を

テ
ー
マ
と
す
る
特
別
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。
Ｇ

Ｘ
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
社
会
の
実
現
に
不
可

欠
と
さ
れ
る
グ
リ
ー
ン
水

素
／
ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安

全
な
利
用
と
普
及
促
進
に

は
貯
槽
を
含
め
て
高
圧
力

技
術
が
重
要
な
役
割
を
担

う
こ
と
に
な
る
。
今
回
の

講
演
や
当
協
会
の
活
動
が

Ｇ
Ｘ
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
社
会
に
貢
献
し

て
い
く
技
術
を
創
出
す
る

礎
と
な
れ
ば
幸
い
だ
」
と

述
べ
た
。

　
春
期
講
演
会
後
に
は
、

２
０
２
５
年
度
定
時
総
会

を
開
催
、
第
１
号
議
案

（

年
度
事
業
報
告
）
、

第
２
号
議
案
（

年
度
決

算
報
告
）
、
第
３
号
議
案

（

年
度
事
業
計
画
）
、

第
４
号
議
案
（

年
度
収

支
予
算
）
、
第
５
号
議
案

（

年
度
・

年
度
理
事

・
監
事
選
任
）
の
全
議
案

を
可
決
。
次
い
で
、

年

度
Ｈ
Ｐ
Ｉ
各
賞
授
与
式
を

実
施
し
、
受
賞
者
の
功
績

を
称
え
た
。

　
Ｈ
Ｐ
Ｉ
各
賞
の
受
賞
者

は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）

▽
貢
献
賞
＝
江
原
和
也

（
日
立
Ｇ
Ｅ
ニ
ュ
ー
ク
リ

ア
・
エ
ナ
ジ
ー
）
／
金
丸

伸
一
郎
（
日
揮
グ
ロ
ー
バ

ル
）
／
畑
山
健
（
総
務
省

消
防
庁
消
防
研
究
セ
ン
タ

ー
）
、
古
郡
利
明
（
千
代

田
化
工
建
設
）
／
澤
俊
行

（
広
島
大
学
名
誉
教
授
）

▽
科
学
技
術
賞
＝
竹
本
真

一
郎
（
東
京
大
学
）
／
横

山
卓
矢（
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｗ
Ａ
Ｔ
）

「
機
械
学
習
を
用
い
た
樹

脂
ラ
イ
ナ
ー
複
合
高
圧
水

素
容
器
の
最
適
設
計
仕
様

探
索
」
▽
科
学
技
術
振
興

賞
＝
泉
屋
宏
一
（
元
日
立

造
船
）
「
脱
炭
素
化
に
む

け
た
メ
タ
ネ
ー
シ
ョ
ン
プ

ロ
セ
ス
の
開
発
お
よ
び
実

証
の
取
り
組
み
」
／
江
頭

慎
二
・
今
用
浩
司
・
西
原

達
夫
（
神
戸
製
鋼
所
）

「
液
化
水
素
冷
熱
の
利
用

を
可
能
と
す
る
中
間
媒
体

式
液
化
水
素
気
化
器
の
開

発
」
▽
科
学
技
術
奨
励
賞

＝
杉
山
貴
紀
（
元
東
京
工

業
大
学
）
「
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製

複
合
圧
力
容
器
に
お
け
る

胴
部
積
層
構
成
最
適
化
の

た
め
の
各
層
の
簡
易
応
力

計
算
法
と
最
適
化
法
」
／

澤
田
京
佑
（
横
浜
国
立
大

学
）
「
亜
鉛
合
金
を
メ
カ

ニ
カ
ル
プ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

処
理
し
た
鋼
材
の
耐
食
性

評
価
」


